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11月9日（土）に開催された「認定こども園生活発表会」にじ組（５歳児）の集合写真です。
こども園最後の生活発表会、全力で頑張りました。今月の表紙
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令
和
６
年
11
月
８
日
に
、
幌
延
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
の
横
尾

明
委
員
長
か
ら
野
々
村
町
長
へ
「
幌
延

町
交
流
拠
点
基
本
構
想
」
に
関
す
る
答

申
を
行
い
ま
し
た
。

　

幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

会
議
で
は
、
令
和
５
年
11
月
27
日
か
ら

令
和
６
年
11
月
６
日
ま
で
計
４
回
の
会

議
を
通
じ
、
主
に
交
流
拠
点
の
整
備
内

容
や
整
備
場
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
経
験
を
基
に
、
町
か
ら
示
さ

れ
た
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
そ

の
内
容
を
概
ね
適
切
な
も
の
と
認
め
ま

し
た
。

〇
施
設
の
整
備
内
容
に
つ
い
て

・
老
朽
化
し
た
公
衆
浴
場
の
更
新
に

併
せ
、
町
民
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
な
「
生
活
支
援
」「
観

光
情
報
等
発
信
」「
保
健
福
祉
」「
高

齢
者
福
祉
」「
交
通
拠
点
」「
防
災
」

機
能
を
備
え
た
多
世
代
交
流
施
設
。

・
床
面
積
は
２
，
１
０
０
㎡
。

「
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想
」
の
答
申
に
つ
い
て

「
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想
」
の
答
申
に
つ
い
て

機能 具体的なスペース等

生活支援機能

コインランドリー、多目的スペース（サードプレ
イス）、会議室、温浴施設、温浴施設（ボイラー）、
事務スペース、ゆったり駐車場
電気自動車充電設備、Ｗｉ－ｆｉ機能、無料充電
設備

観光情報等発信機能 観光案内、移住定住情報

保健福祉機能
業務スペース、乳児・乳幼児広場、多世代交流・
休憩スペース、授乳室、健康増進スペース

高齢者福祉機能
カフェスペース、多目的スペース（和室）、多目的
スペース（パブリックビューイングスペース）、相
談室、調理実習室、会食スペース

交通拠点機能 バス待合所

防災機能
備蓄庫（防災資機材庫）、福祉避難所、非常用発電
設備

その他
再生可能エネルギー発電設備、リチウムイオン蓄
電池、エアコン、トイレ（男・女・多目的）
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１　施設を利用する町民から意見の聞取りを行い、誰もが使いやすく、過ごしやすい施設となるよう
柔軟な発想をもって、基本計画（概略設計）の策定に努められたい。

２　本施設の供用開始まで、社会情勢の変化や技術の進歩などが想定されるが、より良い施設整備に
向け、基本計画（概略設計）、実施設計の各段階において、それらの変化に応じた柔軟な見直しを
お願いしたい。

３　本施設のほか、小中一貫校の建設が同時期に予定されていることから、事業費の削減に努めるほ
か、国から財政措置のある有利な地方債の利用に加え、各種補助制度を活用し、自主財源の削減に
努められたい。

４　施設の供用開始を令和11年としているが、基本計画（概略設計）や実施設計期間を短縮し、施設
整備の早期着手を検討願う。

～「幌延町交流拠点基本構想（案）」に対するパブリックコメントの実施について～

　町では、「幌延町交流拠点基本構想（案）」について、「幌延町まちづくり基本条例」および「幌延町まち

づくり町民参加条例」に基づき、パブリックコメントを実施します。

　意見募集の期間、原案の公表場所、意見提出方法その他詳細については、町ホームページおよび告知端末

機によりお知らせしますので、ご確認ください。

〇
施
設
の
整
備
場
所
に
つ
い
て

・
町
か
ら
示
さ
れ
た
バ
ス
待
合
所
の

整
備
や
役
場
非
常
用
発
電
機
の
更

新
等
の
行
政
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
非
常
時
に
お
け
る
交
流
拠
点

か
ら
役
場
本
庁
舎
へ
の
電
力
供
給

を
行
う
必
要
性
を
認
識
し
、
役
場

南
側
で
整
備
す
る
こ
と
を
了
承
。

・
交
流
拠
点
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
や
移
動
の
迅
速
化
、
効
率
化
を

図
る
た
め
、
渡
り
廊
下
等
で
役
場

本
庁
舎
と
接
続
し
て
整
備
す
る
こ

と
を
了
承
。

・
ゆ
っ
た
り
と
し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、

屋
外
イ
ベ
ン
ト
・
堆
雪
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
、
敷
地
面
積
約

５
，
０
０
０
㎡
で
の
整
備
を
了
承
。

　

ま
た
、
今
後
進
め
ら
れ
る
基
本
計
画

（
概
略
設
計
）
の
策
定
に
あ
た
り
、
次

の
４
項
目
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
ま
す
。

野々村町長（右）に答申書を手渡す横尾委員長（左）
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令和６年度幌延町表彰式　～幌延町の発展に尽力された１氏、２団体を表彰～

【幌延町貢献表彰】
　吉原招一氏（産業貢献賞）
　平成３年４月から令和６年３月まで33年の長きにわた
って「問寒別西地区森林愛護組合長」を務められ、本町の
森林愛護、保護育成に貢献されました。

【幌延町善行表彰】
　株式会社恵菱設備
　公益のため、金員を寄附されました。（地域貢献の一環として）　
　※表彰式は都合により欠席

　このほか匿名を希望されている１団体は掲載を控えております。

　隔年ごとの文化の日（11月３日）に挙行しています「幌
延町表彰式」を、幌延町役場で執り行い、町の発展に尽力
された方々に表彰状と記念品が贈られました。

令和６年度 エネルギー関連施設見学会を開催しました！
（広報・調査等交付金事業）

　１１月１３日から１５日にかけて、エネルギー関連施設見学会（幌延町・青森県）を行い、幌延町在住の８名の
方が参加しました。
　2泊3日の日程で幌延深地層研究センター、青森県六ケ所村の六ケ所原燃ＰＲセンター、原子燃料サイク
ル施設及び青森県量子科学センターの４施設を見学しました。
　幌延町での深地層研究の内容や日本原燃株式会社が事業を行う原子燃料サイクル施設の概要など、それぞ
れが果たす役割について学び、低レベル放射性廃棄物の埋設地や高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター等
の施設を実際に見学することができました。また、青森県量子科学センターでは、センターで行われている
量子科学分野の研究開発活動の内容や実際の研究開発に利用される設備・装置を間近で見ることができ、非
常に貴重な体験となりました。
　この見学会を通して、今後も深地層研究をはじめとした、エネルギーに対する認識や関心を高め、理解促
進に役立てていただきたいです。

▶六ケ所原燃 PRセンター　 ▶青森県量子科学センター▶幌延深地層研究センター ゆめ地創館
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令和６年度幌延町表彰式　～幌延町の発展に尽力された１氏、２団体を表彰～

【幌延町貢献表彰】
　吉原招一氏（産業貢献賞）
　平成３年４月から令和６年３月まで33年の長きにわた
って「問寒別西地区森林愛護組合長」を務められ、本町の
森林愛護、保護育成に貢献されました。

【幌延町善行表彰】
　株式会社恵菱設備
　公益のため、金員を寄附されました。（地域貢献の一環として）　
　※表彰式は都合により欠席

　このほか匿名を希望されている１団体は掲載を控えております。

　隔年ごとの文化の日（11月３日）に挙行しています「幌
延町表彰式」を、幌延町役場で執り行い、町の発展に尽力
された方々に表彰状と記念品が贈られました。

「幌延町商工業応援スタンプラリー事業」実施に伴うJA幌延町及び
雪印メグミルク幌延工場から幌延町商工会への景品贈呈について
　原油価格・物価の高騰により、経営に苦慮している町内事業所の売上機会の増加や売上向上を図
るため、町内消費の拡大醸成および町特産品のPRを目的とした「商工業応援スタンプラリー」事業（町
の補助事業により幌延町商工会が実施）を進めるにあたり、令和6年10月30日に幌延町役場大会議
室にて、幌延町農業協同組合および雪印メグミルク株式会社幌延工場から幌延町商工会へ景品が贈
呈されました。幌延町農業協同組合からは、事業推進および牛乳消費拡大に資することを目的に牛
乳券1,000枚（200,000円相当）を、雪印メグミルク株式会社幌延工場からは、チーズやバターなどの
詰め合わせ20セットが贈呈されました。
　贈呈された牛乳券は、令和6年11月1日から令和7年１月３１日までの期間で実施を予定するスタ
ンプラリー事業において景品等に活用されます。

JA 幌延町 無量谷組合長から幌延町商工会 松永会長へ
牛乳券の贈呈

雪印メグミルク株式会社幌延工場 小島工場長から
幌延町商工会 松永会長へ乳製品の贈呈

（左から）野々村町長、無量谷組合長、小島工場長、松永商工会長

◇幌延町商工業応援スタンプラリー 事業概要
・参加対象者～制限なし（町民、町外住民、旅行者等）
・ラリー加盟店（飲食、食料品、小売）に台紙を設置

・加盟店利用でスタンプを押印～各加盟店につき 1 カ所押印
・スタンプ数に対応したコース応募可能※参加賞あり

・後日抽選で町特産品などの景品を贈呈
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北緯45度のまち 第135号
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容
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問
造
成
し
て
か
ら
30
年
余
り
経

過
し
、
雑
草
等
の
混
入
等
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
基
盤
整
備
や
草
地
改
良

に
係
る
事
業
を
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

こ
れ
ま
で
団
体
営
事
業

と
し
て
国
の
補
助
を
受
け
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

か
け
て
、
幌
延
地
区
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
に
よ
り
、
町
営

草
地
幌
延
団
地
の
３
分
の
１
に

当
る
１
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ

い
て
暗
渠
排
水
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
基
盤
整
備
、
草
地
改

良
に
係
る
計
画
に
つ
い
て
は
、

活
用
可
能
な
補
助
事
業
な
ど
を

模
索
し
て
き
た
が
、
町
営
草
地

の
利
用
形
態
に
合
致
す
る
事
業

が
な
い
状
態
。
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
が
多
額
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
町
単

独
で
の
整
備
は
、
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
管
理
用
道
路
に
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
等
が
安
心
し
て
交
差
で
き

る
よ
う
な
待
機
場
所
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
狭

い
取
り
付
け
道
路
の
幅
員
を
増

幅
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長

町
営
草
地
幌
延
団
地
に

係
る
道
路
４
路
線
の
規
格
は
、

道
路
幅
５
ｍ
、
幅
員
５
・
５
ｍ

で
待
機
場
所
を
19
か
所
設
置
。

取
付
道
路
の
規
格
は
、
幅
員
が

４
ｍ
で
隅
切
り
７
・
５
ｍ
。

　
近
年
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
作
業

機
の
大
型
化
に
よ
り
、
既
存
の

道
路
幅
や
待
機
所
、
取
付
道
路

で
は
、
農
作
業
が
し
に
く
い
場

所
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
が
、
道
路
等
の
改
良
に
活
用

で
き
る
補
助
事
業
が
な
く
、
整

備
が
難
し
い
状
況
だ
が
、
取
付

道
路
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化

等
に
よ
る
取
付
道
路
横
断
管
の

補
修
を
行
う
際
に
、
隅
切
り
を

広
く
取
っ
た
う
え
で
復
旧
す
る

な
ど
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て

い
る
。

佐 藤　忠 志
・
幌
延
町
営
草
地
幌
延
団
地
の
整
備

に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第５回定例会（9月17日）

■佐藤　忠志
■植村　　敦
■深澤　博幸
■齋賀　弘孝

４氏が質問
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問
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
目
的
と

利
用
者
数
は
。

町
長

こ
の
公
園
は
、
農
林
水

産
業
が
地
域
林
業
の
振
興
等
を

目
的
に
、
第
二
次
林
業
構
造
改

革
事
業
を
活
用
し
、
昭
和
55
年

に
着
工
、
60
年
に
完
成
。

改
修
や
撤
去
等
を
行
い
つ
つ
、

地
域
の
公
園
と
し
て
利
用
。

　
近
年
、
暗
渠
排
水
の
整
備
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
改
修
、
ト
イ
レ
水

洗
化
な
ど
を
行
い
、
町
民
、
地

域
内
外
の
皆
様
に
休
養
、
休
息

の
場
と
し
て
、
賑
わ
い
創
出
等

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
の
施
設
と
認
識
。

問
利
用
料
、
管
理
費
の
内
訳
は
。

町
長

経
費
節
減
か
ら
管
理
人

を
常
駐
さ
せ
て
い
な
い
た
め
、

キ
ャ
ン
プ
場
全
体
の
人
数
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
の
利
用
者
は
、
令
和
５
年
度

１
１
５
組
。
令
和
６
年
８
月
末

ま
で
98
組
。

　
近
年
の
集
客
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
管
理
費
は
、
令
和
４

年
度
、
利
用
料
金
収
入
42
万
７

千
円
、
支
出
２
百
38
万
４
千
円

で
、
ト
イ
レ
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
清

掃
委
託
料
98
万
７
千
円
。
令
和

５
年
度
、
収
入
53
万
２
千
円
。

支
出
２
百
82
万
３
千
円
。
草
刈

作
業
・
遊
具
点
検
等
１
百
24
万

１
千
円
。
ト
イ
レ
・
バ
ン
ガ
ロ

ー
清
掃
委
託
料
１
百
３
万
３
千

円
。
収
入
の
割
合
は
、
両
年
度

と
も
17
～
18
％
程
度
。

問
苦
情
・
マ
ナ
ー
違
反
等
管
理

者
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

町
長

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
等
の

影
響
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
違
反

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
周
辺
区

域
内
で
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る

情
報
が
あ
り
、
利
用
者
へ
ゴ
ミ

の
持
ち
帰
り
、
投
棄
を
禁
じ
る

看
板
を
設
置
し
、
対
策
を
講
じ
、

担
当
職
員
の
声
掛
を
行
な
い
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効

果
的
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

問
斎
場
の
玄
関
前
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
３
月
予
算
委
員
会
で

深 澤　博 幸
・
ふ
る
さ
と
の
森
（
キ
ャ
ン
プ
場
）

の
利
用
と
マ
ナ
ー
・
管
理
に
つ
い

て
・
斎
場
の
玄
関
前
の
ス
ロ
ー
プ
に
つ

い
て

問
今
年
は
酪
農
資
材
の
高
騰
に

加
え
て
、
天
候
不
順
に
よ
る
牧

草
収
穫
の
遅
れ
な
ど
大
変
な
苦

労
を
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て

農
家
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

今
年
の
長
雨
被
害
に
よ

る
酪
農
経
営
の
影
響
や
昨
今
の

物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
酪
農
情

勢
を
踏
ま
え
、
農
協
と
町
で
協

力
し
、
農
家
か
ら
情
報
収
集
し

対
策
を
協
議
し
、
効
果
的
な
経

営
支
援
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

問
米
を
含
む
給
食
材
料
費
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
支
障
が
出
て

い
な
い
か
。

教
育
長

昨
今
の
物
価
高
騰
で
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
上
少
な
か
ら

ず
影
響
は
あ
る
が
、
栄
養
教
諭

や
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
食

材
の
選
定
や
調
理
の
工
夫
を
し

な
が
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
し
、
児
童
生
徒
に
安
定
的
な

給
食
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問
こ
の
物
価
高
騰
が
続
く
の
で

あ
れ
ば
、
次
年
度
の
北
海
道
学

校
給
食
会
な
ど
と
の
契
約
や
食

材
購
入
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
。

教
育
長

来
年
度
の
給
食
費
は
、

未
だ
解
ら
な
い
状
態
だ
が
、
保

護
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

問
最
近
、
道
内
の
市
町
村
で
も

給
食
費
の
無
償
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
幌
延
町
で
も
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
長

道
内
で
給
食
費
を
無

償
化
し
て
い
る
自
治
体
は
、
昨

年
度
ま
で
で
全
体
の
30
・
1
％
。

給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

考
え
ら
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
食
の
大
切
さ
や
食

へ
の
感
謝
を
子
供
達
や
保
護
者

に
も
認
識
し
て
も
ら
い
、
牛
乳

代
以
外
の
無
償
化
に
は
、
今
の

と
こ
ろ
取
り
組
ま
な
い
。

問
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

近
隣
町
村
の
動
向
に
合
わ
せ
て

植 村　　敦
・
長
雨
被
害
に
よ
る
農
家
支
援
に
つ

い
て

・
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

今
、
本
当
に
転
換
期

に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
国
や
道
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
よ
る
学

習
支
援
は
、
大
変
意
義
の
あ
る

活
動
だ
と
思
う
。
協
力
隊
員
の

任
期
が
満
了
後
、
ど
の
よ
う
に

継
続
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

来
年
度
、
委
嘱
の
任

期
が
終
了
す
る
の
で
、
協
力
隊

員
に
は
、
任
期
終
了
後
も
、
引

き
続
き
、
本
町
で
子
供
た
ち
の

学
習
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
学
習
支
援
は
、
学
校
の
部

活
動
の
支
援
な
ど
も
可
能
か
。

教
育
長

教
職
員
の
働
き
方
改

革
が
進
ん
で
い
る
中
、
休
日
の

部
活
動
の
地
域
移
行
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
部
活
動
支
援
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で

調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
今
後
、

町
全
体
の
隊
員
の
配
置
バ
ラ
ン

ス
や
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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問
ど
の
よ
う
に
周
知
し
た
か
。

町
長

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
か

か
ね
て
か
ら
の
専
門
誌
等
。

問
各
社
の
順
番
付
け
は
ど
う
決

定
さ
れ
た
の
か
。

町
長

抽
選
箱
に
規
制
さ
れ
た

く
じ
を
投
入
し
引
い
て
決
め
た
。

問
な
ぜ
一
次
審
査
後
点
数
順
に

各
社
を
並
べ
替
え
な
い
の
か
。

町
長

順
番
は
一
番
最
初
の
適

正
な
方
法
で
決
め
た
。

問
Ｄ
社
北
電
総
合
設
計
は
、
幌

延
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
思
う

が
。

町
長

９
名
の
選
定
委
員
の
中

で
各
社
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
基

本
構
想
か
ら
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
、

イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
に
一
番
近
か

っ
た
の
が
Ｄ
社
北
電
総
合
設
計

だ
っ
た
。
点
数
が
一
番
高
か
っ

た
。
結
果
的
に
私
た
ち
が
基
本

構
想
を
作
っ
た
時
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
今
回
の
基
本
設
計
の
コ
ン
セ

プ
ト
が一致
し
て
い
る
。

問
ほ
か
３
社
の
技
術
提
案
書
を

公
表
で
き
な
い
か
。

町
長

各
社
提
案
者
に
帰
属
す

る
も
の
で
法
人
情
報
で
あ
る
た

め
、
公
表
で
き
な
い
。

問
計
画
的
な
住
民
説
明
会
は
ど

う
開
催
し
て
い
く
の
か
。

町
長

委
託
業
者
も
交
え
な
が

ら
年
３
回
く
ら
い
計
画
し
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
と
し
、
近
隣

住
民
に
不
安
不
信
を
与
え
な
い

よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
。

問
校
歌
、
校
章
は
ど
う
す
る
の

か
。

町
長

現
在
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

工
程
表
を
作
っ
て
い
る
。
校
歌

校
章
を
作
る
の
は
来
年
度
に
な

る
。

問
令
和
５
年
８
月
８
日
委
員
会

で
専
門
知
識
が
な
い
と
基
本
構

想
が
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
、
業

務
委
託
さ
せ
て
欲
し
い
と
、
お

話
が
あ
っ
た
。
ど
こ
に
委
託
し

た
か
。　

町
長

同
じ
く
北
電
総
合
設
計

だ
。

問
８
月
27
日
の
大
雨
の
際
、
災

害
対
策
本
部
不
要
と
判
断
し
た

齋 賀　弘 孝
・
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
建
設

基
本
設
計
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
つ
い
て

・
８
月
27
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
と

町
の
対
応
に
つ
い
て

理
由
は
。

町
長

今
後
の
気
象
情
報
と
降

雨
量
か
ら
判
断
し
た
。

問
問
寒
別
川
、
上
問
寒
水
位
観

測
に
お
い
て
水
防
団
待
機
を
超

過
し
た
が
ど
う
行
動
さ
れ
た
か
。

町
長

目
視
に
よ
る
現
地
調
査

の
結
果
を
基
に
、
水
防
団
待
機

は
不
要
と
し
指
示
も
出
し
て
い

な
い
。

問
職
員
の
現
地
調
査
の
情
報
収

集
か
ら
前
向
き
な
対
応
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

町
長

今
回
の
こ
と
を
糧
に
し

て
、
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
い

く
対
策
本
部
を
作
り
、
災
害
に

遭
わ
れ
た
方
の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
早
急
に
し
て
い
く
か
今
後

考
え
る
。
今
回
の
教
訓
で
前
に

進
め
ら
れ
る
と
、
少
し
は
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
。

問
店
内
に
水
が
侵
入
し
て
き
た

人
も
話
し
て
い
た
。
誰
も
来
て

く
れ
な
い
と
。
一
声
か
け
れ
ば

気
分
も
和
ら
ぐ
の
で
な
い
か
。

安
全
安
心
の
幌
延
に
進
ん
で
ほ

し
い
。

町
長

了
解
し
た
。
我
々
と
し

て
は
、
連
絡
の
取
り
合
い
が
薄

か
っ
た
の
か
と
い
う
反
省
点
で

も
あ
る
。

　
第
５
回
幌
延
町
定
例
会
は
９

月
17
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
、

４
名
の
一
般
質
問
の
ほ
か
、
報

告
３
件
、
同
意
１
件
、
議
案
４

件
、
意
見
書
１
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
、
18
日
に
閉
会
し
た
。

行
政
報
告

　
文
部
科
学
大
臣
の
幌
延
深
地

層
研
究
セ
ン
タ
ー
視
察
に
つ
い

て
。

教
育
行
政
報
告

学
校
教
育
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て

認
定
第
１
号
～
認
定
第
７
号

　
幌
延
町
一
般
会
計
ほ
か
６
会

計
の
令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
。

報
告
第
１
号　

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く

幌
延
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
２
号

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く

定
例
会

第
５
回
幌
延
町
議
会

９
月
17
日

簡
易
ス
ロ
ー
プ
で
対
応
す
る
の

で
、
固
定
ス
ロ
ー
プ
は
設
置
し

な
い
と
答
弁
。
今
後
、
そ
の
考

え
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

町
長

建
物
の
構
造
及
び
敷
地

の
状
況
な
ど
総
合
的
判
断
し
た

結
果
、
固
定
式
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

結
論
に
達
し
、
考
え
に
変
わ
り

は
な
い
。

問
簡
易
ス
ロ
ー
プ
の
使
用
要
請

は
。

町
長

導
入
後
、
１
件
。

問
固
定
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し

な
い
理
由
は
。

町
長

建
物
の
構
造
及
び
敷
地

の
状
況
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、
大
が
か
り
な
固
定
の

ス
ロ
ー
プ
を
増
設
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と

が
主
な
理
由
。

問
将
来
構
想
は
、
ど
う
考
え
る

か
。

町
長

現
状
で
は
、
10
年
く
ら

い
は
何
と
か
。
建
替
え
る
時
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

　
ど
こ
と
組
む
か
は
、
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
。
今
後
は
、
皆

さ
ん
と
議
論
の
中
で
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
持
続
的
に
こ

の
火
葬
場
を
維
持
管
理
が
で
き

る
か
も
今
後
の
課
題
。
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令
和
５
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
抜
粋
）

《
総
務
費
》

西
澤
委
員
補
正
予
算
で
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
と
、
公
共
施
設

等
整
備
基
金
の
取
り
崩
し
は
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
当
さ
れ
た

か
。

渡
邊
総
務
企
画
補
佐 

起
債
を

使
え
な
い
と
か
、
補
助
金
を
貰

え
な
い
よ
う
な
事
業
に
充
当
。

主
に
道
路
横
断
管
、
公
営
住
宅

の
長
寿
命
化
の
改
修
事
業
な
ど
。

齋
賀
委
員
企
業
立
地
推
進
奨

励
事
業
は
何
件
の
新
設
か
。

梶
総
務
企
画
補
佐 

新
規
開
業

１
件
で
あ
る
。

高
橋
秀
之
議
員
ふ
る
さ
と
応

援
推
進
事
業
の
記
念
品
の
減
額

理
由
は
。

梶
総
務
企
画
補
佐 

ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
額
が
減
っ
て
い
る
。

新
規
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
欠
け
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
歳
入
の
５
割
以
内
で
歳
出
を

収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

も
あ
る
。

《
民
生
費
》

齋
賀
委
員
冬
の
生
活
応
援
事

業
の
内
訳
は
。

清
水
社
会
福
祉
係
長
高
齢
者
世

決算総額 68億9,640万円
一般会計　54億1,938万千円

　深澤博幸氏を決算特別委員長に選任し、２日間の審査の結果、原案通り認定されました。
　一般会計、特別会計の決算額については、10月号の「ほろのべの窓」でお知らせして
おりますので、質疑応答について掲載します。

令和５年度

帯
88
世
帯
、
障
が
い
世
帯
３
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
１
世
帯
。

〈
衛
生
費
〉

齋
賀
委
員
帯
状
疱
疹
の
接
種

者
数
は
。

長
山
保
健
推
進
係
長
帯
状
疱
疹

は
生
ワ
ク
チ
ン
11
名
、
新
規
の

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
33
名
。

齋
賀
委
員
公
衆
浴
場
委
託
料

の
管
理
設
備
で
の
減
額
理
由
。

清
水
社
会
福
祉
係
長
浴
場
関
係

で
壊
れ
た
部
分
の
修
理
を
委
託

と
い
う
形
に
し
た
。

西
澤
委
員
予
防
費
の
受
診
率

は
担
当
課
と
し
て
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

長
山
保
健
推
進
係
長
周
知
は
、

徹
底
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、

他
市
町
村
の
取
り
組
み
な
ど
も

確
認
す
る
な
ど
ま
だ
取
り
組
ん

で
い
く
道
は
あ
る
と
考
え
る
。

佐
藤
委
員
環
境
衛
生
管
理
費

の
委
託
料
の
減
額
理
由
と
補
助

金
の
支
出
先
は
。

伊
藤
住
民
生
活
補
佐
昨
年
は
葬

儀
自
体
少
な
く
、
葬
儀
バ
ス
８

件
の
委
託
料
の
み
。
補
助
金
は

霊
柩
車
利
用
の
支
援
10
件
の
み
。

佐
藤
委
員
墓
地
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

伊
藤
住
民
生
活
補
佐
除
草
作
業

を
町
内
業
者
に
お
願
い
し
、
幌

延
12
日
間
、
問
寒
別
８
日
間
実

施
。

《
農
林
水
産
費
》

佐
藤
委
員
酪
農
担
い
手
セ
ン

タ
ー
の
負
担
金
50
万
円
は
ど
こ

で
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た

間
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

新
野
産
業
建
設
補
佐
事
務
局
の

役
場
産
業
建
設
課
が
管
理
し
、

町
50
万
円
農
協
50
万
円
合
わ
せ

て
１
０
０
万
円
で
足
り
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
。

佐
藤
委
員
も
う
少
し
増
額
し

て
新
規
就
農
、
花
嫁
対
策
に
力

を
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
。

野
々
村
町
長
花
嫁
対
策
は
対

策
と
し
て
支
援
す
る
形
が
取
れ

る
か
と
思
う
。
こ
の
支
援
で
不

足
が
出
れ
ば
、
補
正
予
算
で
も

増
せ
る
か
と
思
う
。

《
商
工
費
》

高
橋
秀
之
議
員
観
光
Ｐ
Ｒ
促

進
事
業
の
謝
礼
１
百
21
万
１
千

２
２
５
円
の
内
容
は
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
㈱
北
加
伊

道
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

第
50
回
名
林
公
園
ま
つ
り
で
91

万
円
、
12
月
に
ト
ナ
カ
イ
ホ
ワ

イ
ト
フ
ェ
ス
タ
で
の
30
万
円
。

幌
延
町
公
営
企
業
会
計
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意

堀
英
夫
氏
（
任
期　
令
和
６
年

10
月
１
日
～
令
和
10
年
９
月
30

日
）

議
案
第
１
号

　
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
条
例

及
び
幌
延
町
重
度
心
身
障
害
者

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

議
案
第
２
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
３
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
４
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

意
見
案
第
１
号

　
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

９
月
18
日
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内
容
は
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
新
た
に
事

業
を
引
き
受
け
る
事
業
者
２
件

に
支
出
。

《
歳
入
一
括
》

齋
賀
委
員
車
の
充
電
器
の
使

用
に
関
し
て
の
収
入
は
。

梶
総
務
企
画
補
佐 
充
電
器
使

用
で
の
収
入
は
一
切
な
い
。
こ

れ
ま
で
は
、
保
守
料
保
険
料
等

が
雑
入
で
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
決
算
（
総
括
）

齋
賀
委
員
災
害
用
水
中
ポ
ン

プ
を
導
入
し
て
は
。

野
々
村
町
長
非
常
時
に
持
ち

出
し
用
の
備
品
と
し
て
徐
々
に

準
備
し
た
い
。

齋
賀
委
員
問
寒
別
の
教
員
住

宅
の
空
家
を
一
般
に
使
え
な
い

か
。

伊
藤
教
育
次
長
異
動
の
絡
み

で
２
軒
空
い
て
い
る
が
、
今
後

必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
。

無
量
谷
委
員
町
が
宅
地
と
し

て
売
却
で
き
る
件
数
は
。
ま
た
、

今
後
は
ど
う
な
る
。

梶
総
務
企
画
補
佐 

宅
地
分
譲

地
は
現
在
無
い
。
現
状
を
鑑
み

進
め
た
い
。

高
橋
秀
之
議
員
名
山
台
の
建

物
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
令
和
５
年

度
で
閉
鎖
。
今
後
は
内
部
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。

高
橋
秀
之
議
員
ス
キ
ー
場
委

託
管
理
だ
が
、
約
１
か
月
の
運

行
で
収
入
も
例
年
の
半
分
以
上

減
額
な
の
に
委
託
料
は
若
干
増

し
て
い
る
理
由
は
。

田
村
教
育
次
長
補
佐
労
務
単

価
の
見
直
し
を
し
た
た
め
。

佐
藤
委
員
空
き
家
対
策
の
実

績
は
。
ま
た
固
定
資
産
税
は
ど

う
な
る
。

伊
藤
住
民
生
活
補
佐
空
き
家

除
去
補
助
は
１
件
１
０
０
万
円

出
し
て
い
る
。
固
定
資
産
税
は

家
屋
と
し
て
の
定
義
を
満
た
し

固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
よ
う

な
物
件
に
関
し
て
は
、
空
き
家

で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、

賦
課
し
て
徴
収
す
る
。

西
澤
委
員
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

等
の
振
興
基
金
の
設
置
目
的
の

中
に
地
域
振
興
に
も
使
え
る
と

い
う
文
言
が
あ
る
が
、
そ
の
文

言
ど
お
り
地
域
振
興
に
資
す
る

事
業
で
あ
れ
ば
使
え
る
と
い
う

理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

岩
川
副
町
長
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
関
連
す
る
地
域
振
興
策
に

使
い
、
一
般
的
な
地
域
振
興
策

は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
活

用
し
て
い
く
。

特
別
会
計

齋
賀
委
員
診
療
所
で
の
健
康

診
断
受
診
時
の
時
間
調
整
等
は

で
き
な
い
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長
医
師
一

人
で
一
般
外
来
、
緊
急
外
来
、

病
棟
管
理
、
そ
の
合
間
に
健
康

診
断
を
対
応
し
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

高
橋
秀
明
議
員
簡
易
水
道
事

業
会
計
の
決
算
額
に
、
固
定
資

産
の
減
価
償
却
費
に
建
物
構
造

物
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長
含
ま
れ

て
い
る
。

第
７
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
令
和
６
年
９
月
３
日

○
調
査
事
項

⑴
保
健
福
祉
課
所
管

①
児
童
手
当
に
お
け
る
制
度
改

正
に
つ
い
て

　
改
正
内
容
は
、
所
得
制
限
の

撤
廃
。
支
給
対
象
を
高
校
生
ま

で
と
す
る
こ
と
。
第
３
子
以
降
、

１
万
５
千
円
を
３
万
円
に
変
更
。

対
象
を
高
校
生
年
代
か
ら
、
親

等
の
経
済
的
負
担
が
あ
る
場
合
、

22
歳
年
度
末
ま
で
、
上
の
子
を

カ
ウ
ン
ト
対
象
と
す
る
こ
と
。

支
給
月
を
年
３
回
か
ら
年
６
回

に
変
更
す
る
。

㉄
経
済
状
況
が
困
難
な
場
合
の

判
断
基
準
と
交
付
金
の
支
給
対

象
人
数
は
。

答
国
か
ら
今
後
示
さ
れ
る
様
式

に
必
要
事
項
を
記
載
さ
れ
た
内

容
に
よ
り
判
断
す
る
。
対
象
人

数
は
、
２
１
５
人
で
想
定
。

㉄
対
象
者
の
住
民
票
が
幌
延
町

に
な
い
場
合
も
支
給
対
象
と
な

る
の
か
。

答
親
の
住
所
地
な
の
で
対
象
と

な
る
。

高
橋
秀
之
議
員
な
ぜ
予
算
で

30
万
円
し
か
見
な
か
っ
た
の
か
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
㈱
北
加
伊

道
に
ご
協
力
頂
く
た
め
、
補
正

予
算
を
組
み
審
議
頂
い
た
。

佐
藤
委
員
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
花
壇
管
理
の
執
行
額
減
の
理

由
は
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
日
額
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム
で
は
務
め
る
こ
と

が
難
し
く
、
時
間
給
で
５
名
、

半
日
の
雇
用
と
し
た
。

西
澤
委
員
観
光
費
の
食
ブ
ラ

ン
ド
、
５
年
度
の
事
業
内
容
は
。

伊
山
産
業
建
設
補
佐
町
拠
点
調

査
検
討
業
務
、
町
の
食
ブ
ラ
ン

ド
化
検
討
調
査
。

高
橋
秀
之
議
員
町
商
工
業
事

業
承
継
奨
励
事
業
２
０
０
万
の ノースガーデン（青いケシ）

ブドウシロップ試作品
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②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
接
種
費
用
に
係
る
個
人

負
担
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
予
防
接
種
法
Ｂ
類
疾
病
と

し
、
特
例
臨
時
接
種
か
ら
定
期

接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
各
医
療
機
関
が
ワ
ク

チ
ン
確
保
や
接
種
を
行
う
こ
と

と
な
る
が
、
激
変
緩
和
措
置
と

し
て
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
限
り
、
自
治
体
に
お
け
る

ワ
ク
チ
ン
確
保
に
対
す
る
助
成

が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
移

行
に
伴
い
、
各
医
療
機
関
で
接

種
費
用
を
定
め
る
こ
と
と
な
る

が
、
本
町
診
療
所
で
は
予
防
接

種
費
用
を
１
万
５
千
４
百
円
で

想
定
し
、
65
才
以
上
の
高
齢
者

等
を
対
象
と
し
て
い
る
定
期
接

種
費
用
を
８
千
３
百
円
助
成
し

て
７
千
１
百
円
の
自
己
負
担
と

し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
接
種
費

用
４
千
５
百
円
に
対
し
定
期
予

防
接
種
対
象
者
や
高
校
生
以
下

は
全
額
助
成
、
そ
れ
以
外
は
、

２
千
５
百
円
を
助
成
し
、
自
己

負
担
２
千
円
と
し
て
い
る
。

㉄
自
己
負
担
が
高
い
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
が
減
り
、
国
か

ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
な
い

か
。

答
定
期
接
種
対
象
者
が
国
か
ら

の
補
助
金
対
象
者
と
な
る
の
で
、

最
終
的
に
年
度
末
に
対
象
者
の

接
種
者
数
に
応
じ
て
補
助
金
が

支
給
さ
れ
る
。

⑵
住
民
生
活
課
所
管

①
幌
延
町
地
域
公
共
交
通
計
画

推
進
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い

て
　
計
画
１
年
目
の
今
年
度
は
、

幌
延
地
区
、
問
寒
別
地
区
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
検
討
を
進
め
る
べ
く
、
10

月
、
11
月
の
２
か
月
間
で
、
幌

延
地
区
で
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
、
問
寒
別
地
区
で
は
自
家
用

有
償
運
送
の
試
験
運
送
を
行
う
。

⑶
総
務
企
画
課
所
管

①
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想

策
定
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い

て
　
令
和
６
年
４
月
か
ら
行
っ
た

創
生
会
議
で
の
意
見
聴
取
を
終

え
、
そ
の
意
見
を
基
に
、
役
場

課
長
職
に
よ
る
協
議
、
理
事
者

協
議
の
上
、
基
本
構
想
案
を
策

定
し
、
創
生
会
議
に
お
い
て
基

本
構
想
を
ま
と
め
、
そ
の
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
、
12
月
中
旬
に
は
、
基
本

構
想
を
ま
と
め
る
予
定
。

㉄
運
営
主
体
は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
が

移
転
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
る

よ
う
だ
が
。

答
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

②
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
度
中
に
３
回
の
確

認
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
調
査
研
究
成
果
及
び
令
和
６

年
度
研
究
計
画
の
内
容
を
原
子

力
機
構
か
ら
説
明
を
受
け
、
三

者
協
定
に
則
り
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
深
度
５
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

掘
削
研
究
は
、
安
全
対
策
を
講

じ
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
す

べ
て
の
施
設
作
業
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑷
教
育
委
員
会
所
管

①
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
校

建
設
工
事
基
本
設
計
業
務
委
託

に
関
す
る
公
募
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
お
け
る
参
加
者
募
集

公
表
を
行
い
、
３
回
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
の
開
催
を

経
て
、
北
電
総
合
設
計
㈱
に
決

定
し
た
。

②
幌
延
町
教
育
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
に
係
る
点
検
・

評
価
に
つ
い
て

　
前
教
育
委
員
の
冨
士
元
寿
彦

氏
と
北
海
道
大
学
天
塩
研
究
林

林
長
の
高
木
健
太
郎
氏
か
ら
学

校
教
育
、
社
会
教
育
に
つ
い
て

教
育
委
員
活
動
状
況
、
教
育
行

政
執
行
方
針
に
基
づ
く
要
点
、

個
別
事
業
の
事
業
内
容
の
点
検
、

評
価
、
課
題
、
方
向
性
な
ど
の

意
見
や
御
助
言
を
頂
い
た
。

第
８
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
令
和
６
年
10
月
２
日

○
調
査
事
項

⑴
産
業
建
設
課
所
管

①
上
幌
延
開
進
地
区
及
び
問
寒

別
地
区
農
業
用
水
道
の
簡
易
水

道
移
行
計
画
に
つ
い
て

㉄
農
業
用
水
道
施
設
の
簡
易
水

道
移
行
は
、
何
処
の
地
区
が
対

象
か
。

答
今
回
は
、
開
進
、
上
幌
延
、

問
寒
別
地
区
が
対
象
。
下
沼
、

音
類
地
区
は
、
今
後
検
討
す
る
。

㉄
現
行
の
農
業
用
水
道
料
金
設

定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
各
地
区
で
決
め
た
料
金
で
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
簡
易
水
道

に
移
行
さ
れ
る
と
、
統
一
し
た

料
金
設
定
と
な
る
。

㉄
水
道
料
金
の
設
定
や
対
象
地

区
へ
の
説
明
会
は
い
つ
頃
行
う

の
か
。

答
料
金
案
を
年
内
に
策
定
し
、

常
任
委
員
会
で
の
説
明
後
、
来

年
９
月
定
例
会
で
条
例
改
正
等

の
上
程
を
想
定
し
て
い
る
。

㉄
農
家
に
と
っ
て
、
高
額
な
水

道
使
用
料
金
な
る
と
思
う
が
。

答
年
間
ど
の
程
度
の
運
営
費
用

と
な
る
か
試
算
中
。
現
行
の
十

倍
く
ら
い
の
負
担
を
利
用
者
に

お
願
い
と
す
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
ら
な
い
の
で
、
料
金
設
定

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

問寒別自家用有償運送車両
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道
外
行
政
視
察

（
島
根
県
益
田
市
）

�

令
和
６
年
10
月
23
日

　
地
域
自
治
組
織
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
島

根
県
益
田
市
安
田
地
区
の
安
田

地
域
づ
く
り
協
議
会
を
訪
問
し
、

そ
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
住
む

地
域
を
良
く
し
よ
う
と
考
え
、

参
加
し
、
支
え
合
う
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
の
支
援
は
、
公
民
館
に
人

員
を
配
置
し
、
希
望
す
る
地
域

に
は
、
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員

を
配
置
し
て
い
る
。

　
地
域
に
は
、
地
域
自
治
組
織

設
立
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用

し
て
公
民
館
を
設
置
し
た
。

　
現
時
点
で
20
地
区
で
組
織
を

設
立
し
て
い
る
が
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
活
動
の
硬
直
化
な
ど

の
課
題
も
出
て
き
た
中
で
、
若

者
世
代
を
巻
き
込
み
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
安
田
地
区
は
、
人
口
３
千
３

百
77
人
、
高
齢
化
率
約
41
％
。

組
織
体
制
は
、
理
事
会
の
下
に

三
つ
の
部
会
が
あ
り
、
経
済
部

会
は
、
地
域
の
農
産
物
、
手
作

り
品
、
食
品
加
工
な
ど
を
生
産

販
売
す
る
活
動
、
福
祉
部
会
は
、

地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る

た
め
の
活
動
、
環
境
部
会
は
、

安
田
地
区
の
環
境
を
整
備
し
、

伝
統
文
化
・
史
跡
・
遺
跡
を
保

存
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
の

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
安
心
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
の
活
動
状
況
の
説
明
を
受
け

今
後
の
幌
延
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
と
な
っ
た
。

道
外
行
政
視
察

（
島
根
県
大
田
市
）

�

令
和
６
年
10
月
23
日

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
取
組
に

つ
い
て

　
島
根
県
大
田
市
で
は
、
市
内

27
地
域
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
を
単
位
と
し

て
、
住
民
が
主
体
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

　
我
々
は
人
口
も
面
積
も
異
な

る
二
つ
の
地
区
が
お
互
い
に
補

い
合
っ
て
生
ま
れ
い
く
新
し
い

取
り
組
み
を
視
察
し
た
。

久
利
地
区
は
人
口
１
２
６
０
人

高
齢
化
率
39
・
９
％
、
大
屋
地

区
は
人
口
２
６
７
人
高
齢
化
率

62
・
７
％
で
あ
る
。

　
大
屋
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
が
平
成
21
年
に
設
立
さ
れ
、

平
成
24
年
に
は
久
利
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設

立
さ
れ
、
地
域
課
題
解
決
の
た

め
幅
広
い
取
り
組
み
を
展
開
し
、

令
和
３
年
両
地
区
共
同
に
よ
る

デ
マ
ン
ド
型
自
治
会
輸
送
の
運

行
を
開
始
し
、
同
年
８
月
久
利

・
大
屋
地
区
小
さ
な
拠
点
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
移
動

手
段
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
共

通
す
る
課
題
に
２
地
区
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
「
生
活
交
通
の

確
保
」
「
生
活
支
援
の
環
境
整

備
」
「
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
」
の
具
体
策
を
検
討

中
で
あ
っ
た
し
、
実
践
さ
れ
て

い
た
。

　
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
土
曜

日
・
日
曜
日
に
は
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
も
運
行
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
手
ご
し
隊.

お
た
す
け
隊

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
草
刈
り
活
動
を
実
施
し
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
を
行
う
な

ど
、
両
隊
で
昨
年
１
０
２
件
の

実
績
が
あ
る
。　

　
広
報
活
動
で
は
地
域
活
動
へ

の
参
加
促
進
た
め
、
推
進
協
の

取
り
組
み
を
掲
載
し
た
瓦
版
を

益田市安田公民館前にて

大田市での視察風景
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全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
後
継
者
の
育
成
、
若
者
世
代

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
あ
げ

て
い
た
が
、
こ
れ
は
幌
延
町
と

も
同
じ
だ
な
あ
と
感
じ
た
視
察

で
あ
っ
た
。

問
寒
別
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ミ
ナ

と
い
か
ん
」
も
同
じ
目
的
・
目

標
、
頑
張
っ
て
活
動
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
た
視
察
で
あ
っ

た
。道

外
行
政
視
察

（
島
根
県
出
雲
市
）

�

令
和
６
年
10
月
24
日

　
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
出
雲

市
議
会
を
訪
問
。

　
出
雲
市
は
、
人
口
17
万
３
千

人
で
、
現
在
、
議
員
数
29
人
。

　
平
成
27
年
度
に
議
会
、
執
行

部
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

近
年
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
お
り
、
端
末
機
導
入
の
経
緯
、

取
り
組
み
へ
の
詳
細
を
聞
き
取

り
を
し
た
。
取
り
組
み
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

幌
延
町
議
会
も
積
極
的
な
導
入

に
向
け
て
、
検
討
す
べ
き
と
感

じ
ら
れ
た
。

議
会
報
発
行
編
集
委
員

委

員

長　

深
澤
博
幸

副
委
員
長　

佐
藤
忠
志

委
員　

高
橋
秀
之

委
員　

齋
賀
弘
孝

編 

集 

後 

記

　
令
和
６
年
も
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
12
月
は
「
師
走
」
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
僧
侶
（
お
坊

さ
ん
）
の
よ
う
に
、
い
つ
も
、

落
ち
つ
い
て
い
る
人
も
12
月
は
、

「
走
る
」
ほ
ど
忙
し
い
月
な
の

で
「
師
走
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、
能
登
半
島
地
震
か

ら
始
ま
り
、
異
常
気
象
に
よ
る

大
雨
、
気
温
上
昇
な
ど
、
日
本

各
地
で
災
害
も
起
こ
り
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
、
雪
は
例
年
並

み
か
、
少
な
い
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
幌
延
町
議
会
12
月
定
例
会
は
、

10
日
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

こ
ど
も
議
会

�

開
催
11
月
13
日

　

今
回
で
８
回
目
の
こ
ど

も
議
会
が
町
議
会
本
会
議

場
で
、
幌
延
中
学
校
の
生

徒
18
名
に
よ
り
、
町
長
、

教
育
長
に
質
問
し
た
。

　

保
護
者
や
小
学
校
６
年

生
の
傍
聴
に
よ
り
傍
聴
席

も
満
席
で
熱
気
一
杯
だ
っ

た
。

議 会 の 動 き
7月11日▶幌延深地層研究計画

令和５年度調査研究成果報告に参加
8月16日▶議会報編集打ち合わせ
19日～ 20日▶北海道町村議会

議会広報研修会が札幌市で開催され、情
報推進常任委員長参加

26日▶議会報発行編集委員会を開催
27日▶西天北五町衛生施設組合議会に議員２名が

参加
3日▶第７回まちづくり常任委員会を開催し、委員

長ほか７議員が出席
3日▶第１回情報推進常任委員会を開催
17日～１８日▶第５回幌延町議会定例会を開催

10月2日▶第８回まちづくり常任委員会を開催
7日～８日▶令和６年度こども議会の出前講座を開

催し、幌延中学校で議員７名が、問寒別中
学校で議員１名が参加

17日▶第２回情報推進常任委員会を開催
17日▶議会報発行編集委員会を開催席
22日～ 25日▶令和６年度幌延町議会道外行政視

察（島根県・益田市、大田市、出雲市）
を実施

出雲市役所前にて
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12 月に開催予定のイベント情報のお知らせ

お問い合わせ先：産業建設課 商工林政係　電話：5－1115　告知端末機：5－8815

＼みんなでイルミネーションの点灯を見届けよう！／

ほろのべイルミネーション点灯式

日時 ： 12 月４日㈬　18 時～ 19 時

場所 ： 幌延町役場 駐車場

内容 ： ・ サンタさんお出迎え

・ イルミネーション点灯

※雪印メグミルク㈱幌延工場のイルミ

ネーションと同時に点灯します！

・ 打ち上げ花火

クリスマスツリー展示のご案内
　今年も地元の山林から産出される間伐材を活用したクリスマスツリーをこども園の園児の皆さんが飾りつけしてく

れます。

　12 月４日㈬から 12 月 25 日㈬まで役場庁舎町民ホールに展示しますので、 ぜひ、 幌延町産のクリスマスツリー

を見に来てください。

＼クリスマスはトナカイ牧場で楽しもう♪／

トナカイホワイトフェスタ 2024

日時 ： 12 月 21 日㈯　11 時～ 15 時

場所 ： ほろのべトナカイ観光牧場

内容 ： ・ トナカイそり運行

・ スノーモービル

・ ホットミルク、 乳製品の無料配布

・ キッチンカー出店予定

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第54回－地下の割れ目の水の流れやすさを予測

お問い合わせ先　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機 5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機 5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　今回は、幌延深地層研究センターがこれまで行ってきたボーリング調査を通じて、地下に存在する割れ目
の水の流れやすさに関する法則を初めて発見したことについて紹介します。
　地下水は主に地下に存在する割れ目を流れますが、一般的に深度が深くなると水が流れにくくなる傾向が
知られています。しかし、深度が深くなった時に水が流れにくくなる度合いは地層によって大きく異なり、
その理由はよく分かっていませんでした。この理由を正しく理解できれば、地下水の流れについてより高い
精度で予測・推定することができるようになります。
　幌延の地下施設周辺でのボーリング調査において、地下に存在する割れ目の水の流れやすさを調べる試験
やシミュレーションを行いました。その結果、割れ目の地下水の流れやすさは、「岩石にかかる力」と「岩
石の硬さ」、そして「割れ目のかみ合わせの程度」の３つの組み合わせによって決まるという法則性がある
ことが初めて分かりました（図）。
　この成果は、高レベル放射性廃棄物の地層処分場やCO ２地中貯留層周辺の割れ目の水の流れやすさを推
定する際に、ホーリング調査の本数を少なくすることなどに役立ちます。また、地熱や石油・天然ガスの資
源開発の分野において、生産性の向上のために割れ目の流れやすさを増加させることなどにも役立ちます。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろ
のべの窓」の誌面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者さまに研究内容に
ついてご紹介させていただきます。

モグ太くん

広報・調査等交付金事業

図　地下の割れ目の水の流れやすさ（割れ目内の隙間の多さ）とそのメカニズムを表す概念図
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12 月に開催予定のイベント情報のお知らせ

お問い合わせ先：産業建設課 商工林政係　電話：5－1115　告知端末機：5－8815

＼みんなでイルミネーションの点灯を見届けよう！／

ほろのべイルミネーション点灯式

日時 ： 12 月４日㈬　18 時～ 19 時

場所 ： 幌延町役場 駐車場

内容 ： ・ サンタさんお出迎え

・ イルミネーション点灯

※雪印メグミルク㈱幌延工場のイルミ

ネーションと同時に点灯します！

・ 打ち上げ花火

クリスマスツリー展示のご案内
　今年も地元の山林から産出される間伐材を活用したクリスマスツリーをこども園の園児の皆さんが飾りつけしてく

れます。

　12 月４日㈬から 12 月 25 日㈬まで役場庁舎町民ホールに展示しますので、 ぜひ、 幌延町産のクリスマスツリー

を見に来てください。

＼クリスマスはトナカイ牧場で楽しもう♪／

トナカイホワイトフェスタ 2024

日時 ： 12 月 21 日㈯　11 時～ 15 時

場所 ： ほろのべトナカイ観光牧場

内容 ： ・ トナカイそり運行

・ スノーモービル

・ ホットミルク、 乳製品の無料配布

・ キッチンカー出店予定

　皆さまこんにちは、農業支援員の竹中知美です。寒さが厳しくなってきた年の瀬、いかが
お過ごしでしょうか。
　さて、今年の竹中家は、新規就農への準備と修行の毎日となりました。
　昨年度までは、酪農の作業を支援すること、牛の管理を学ぶことが課題でした。今年は学
んだ経験を基に、第三者継承予定の牧場で経営者より牛の管理を任せていただくことができ
ました。最初は経営者に教えていただきながら、人工授精師さんや獣医師さんの対応をし、
分からないことだらけで手探りの中、色々と混乱して
いたのが思い出されます。４月から半年以上経過し、

牛舎環境の整備や将来を見据えた乳用牛精液選びなど、自分たちがやりたか
ったことにも少しずつ時間を使えるようになってきました。乳用牛の繁殖管
理に関していえば、手応えを感じ始めております。新規就農するまでに、ま
だまだ足りない知識・技術がたくさんあり、機械の構造・修理の知識や難産
牛の分娩作業などが、私たちにとっての、直近の課題だと思っています。
　新規就農のスタートまで、あと１～２年もうひと踏ん張り頑張ります。皆
さまからのたくさんのご教授のほど、どうぞよろしくお願いします。
　それでは皆様、よいお年をお迎えください。

協力隊おこし域地 通信
VOL.107

農業支援員　竹中知美隊員農業支援員　竹中　知美隊員

↑未経産の頃のお気に入りの牛たち
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インフォメーション
１２月は“町税等の徴収強化月間”です！

　町では、１２月を「町税等徴収強化月間」と定め、町税（道町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税）および使用料（介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、町営住宅料、水道料、下水道料、医療
費）などの徴収強化に取り組みます。

お問い合わせ先

【徴収強化の取り組み】
●納付相談
  町税や使用料などを納期内に納めることが
難しい方の相談を随時受け付けていますの
で、ご相談ください。
●催告と訪問徴収
  納期を過ぎても納付していない方には、文
書、電話による催告、自宅や勤務先へ訪問
します。
●滞納処分等の強化
  町税や使用料などの滞納者で、完納に向け
た納付意思が認められない方、納付誓約を
守らない方などに対し、勤務先への給与調査、
官公署や金融機関への財産調査等を実施し、
差し押えなどの滞納処分を行います。

【納付書をご確認ください】
　お手元の納付書などをご確認いただき、まだ納付し
ていない町税や使用料などがありましたら、お早めに
納付ください。
　なお、納付書が見当たらない場合は、役場までお越
しいただくか、電話でお問い合わせください。

【便利で確実な口座振替をご利用ください】
　口座振替は、預金口座から町税や使用料などが各納
期限に合わせて自動的に引落とされますので、日中お
忙しい方や不在がちな方に大変便利です。
  口座振替を希望される方は、預金通帳と通帳使用印を
ご持参のうえ、町内の金融機関でお申し込みください。

納付に関する相談は随時受け付けておりますので、お早めにご相談ください。

   電話 告知端末機
・町税、後期高齢者医療保険料 住民生活課 ５－１１１２ ５－８８１２
・介護保険料 保健福祉課 ５－１１１３ ５－８８１３
・町営住宅料、水道料、下水道料 産業建設課 ５－１１１６ ５－８８１６
・保育料 認定こども園 ５－１２５４ ５－１２５４
・医療費 幌延町国民健康保険診療所 ５－１２２１ ５－１２２１

固定資産税の家屋に係る手続きなどについて
１．固定資産税の家屋に係る主な手続きについて
　①家屋を取り壊した場合
　　「家屋滅失届」を住民生活課に提出してください。（後日、担当職員が現地確認を行います。）
　②家屋の名義を変更した場合
　　「家屋名義変更届」を住民生活課に提出してください。
　③家屋を新築・増築した場合
　　新たに固定資産税が課税されます。課税の基礎となる評価額を算出するため、担当職員が伺いますので、

完成後、お早目にご連絡ください。
※①、②について登記家屋の場合、滅失登記、所有権移転登記をすることで、家屋滅失届、家屋名義変

更届の提出が不要となります。
２．固定資産の現況確認の実施について
　　地方税法の規定により、毎年１０月から１２月にかけて現況確認を行っております。
３．留意事項
　・固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づいて課税されますので、１月２日以降に取り壊した家屋

については、その１年間は課税されることになります。一方で、１月２日以降に新築された場合には、
その１年間は課税されません。

　・住宅を取り壊した場合は、住宅用地の特例が適用されなくなるため、土地に係る固定資産税が高くなる
場合があります。

　不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先：住民生活課 税務住民係　電話：５－１１１２　告知端末機：５－８８１２
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インフォメーション

開催月日 開催場所 初回更新者講
習(2時間)

優良運転者講
習(30分)

一般運転者講
習(1時間)

違反運転者講
習(2時間)

12月3日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
12月7日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
12月14日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～
1月14日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
1月15日 (月) 幌延町消防署二階 18：30～
2月1日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
2月4日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
2月8日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～

12～2月の運転免許更新時講習のお知らせ

年末年始の公共機関等休業について（12/30（月）～1/6（月））

機関・施設名 12/30
（月）

12/31
（火）

1/1
（水）

1/2
（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

1/6
（月）

役　　　　場
問寒別出張所
認定こども園

問寒別へき地保育所
農村環境改善センター (保健センター )

国民健康保険診療所 ※１
患者輸送車両

幌延町移住情報PR支援センター　「ホロカル」※2
幌延町産業・地域振興センター　「ホロカル臨時店舗」

問寒別地域交通車両
ごみ・し尿収集業務

休 休 休 休 休 休

町立歯科診療所 ※３
スクールバス（幌延地区・問寒別地区） 休 休 休 休 休 休 休

幌延町生涯学習センター
問寒別生涯学習センター

総合体育館
金田心象書道美術館 ※４

休 休 休 休 休 休 休 休

東ヶ丘スキー場 休 休 休 休
老人福祉センター 公衆浴場 ※５ 休 休

※１　休診日でも救急患者を受け付けします。
※２　町民乗車票の販売は、年明け1月６日（月）からです。
※３　12月27日(金)午後から休業します。
※４　12月3０日(月)から１月５日（日）までは年末年始休業、１月６日（月）は月曜日のため休館日です。
※５　12月31日(火)の営業は、午後１時から午後６時まで（最終受付は午後５時）です。

「令和6年度全国学力・学習状況調査北海道版計画報告書」について
　北海道教育員会では、「令和６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に基づき、道内各
市町村の状況及び学力向上策を北海道教育委員会義務教育課のホームページに公表しています。

　https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/204072.html 
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　10月23日に問寒別団地、
24日に南沢団地で退牧作
業が行われました。夏の間、
町営牧場で放牧されて大
きく育った牛たちは、トラッ
クに乗り込み、各酪農家の
牛舎へ戻っていきました。

町営草地（南沢団地・問寒別団地）退牧

　幌延町婚活支援協議会
主催の「おとなの運動会秋
のスポーツフェスティバル」
が開催され、幌延中学校体
育館では、ミニバレーや玉
入れ、綱引きなどといった5
種目を楽しみました。また、
夜の懇親会では、鉄板を囲
みながらジンギスカンを食
べたり、抽選会を行ったりと
交流を深め、見事5組がマッ
チングとなりました。

10月26日（土）

11月9日（土）

おとなの運動会 秋のスポーツフェスティバル

　幌延町認定こども園にて
「生活発表会」が開催され
ました。園児たちは、お遊戯
や劇遊び、おうたなど、日ご
ろの練習の成果を存分に
発揮しました。保護者の皆
さんは、園児たちの発表を
笑顔で見守っていました。

認定こども園 生活発表会

　町のことやまちづくりな
どの町政に対する理解と関
心を深め、町政参画意識の
醸成を図ることなどを目的
として「幌延町こども議会」
が開催されました。今年度
は、幌延中学校3年生18名
がこども議員となり、町の
課題などについて一人ひと
り意見を述べていました。

幌延町こども議会

　幌延町総合体育館にて、
「町民フットサル大会」が開
催され参加者54名（大人
35名、子ども19名）、計9チ
ーム（大人5チーム、子ども
4チーム）が参加し、優勝目
指して白熱した戦いを繰り
広げ、１点を争う好ゲームに、
会場は熱気に包まれていま
した。

11月10日（日） 第20回町民フットサル大会

　問寒別地区の町民文化
祭が問寒別生涯学習セン
ターで開催され、各サーク
ル・団体の作品や活動写真
などが展示されました。そ
の他にも体験コーナーや
試食コーナーなどが設けら
れ、訪れた方々は楽しいひ
と時を過ごしました。

第49回問寒別地区町民文化祭（展示部門）

まちの話題まちの話題

▶南沢団地 ▶問寒別団地

▶運動会 ▶懇親会

▶そら組（4歳児）遊戯「ジョイフル」 ▶ほし組（3歳児）劇遊び「うみやま合戦」

11月１３日（水）

10月23日（水）
10月24日（木）

１１月１６日（土）
1１月１７日（日）
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　10月23日に問寒別団地、
24日に南沢団地で退牧作
業が行われました。夏の間、
町営牧場で放牧されて大
きく育った牛たちは、トラッ
クに乗り込み、各酪農家の
牛舎へ戻っていきました。

町営草地（南沢団地・問寒別団地）退牧

　幌延町婚活支援協議会
主催の「おとなの運動会秋
のスポーツフェスティバル」
が開催され、幌延中学校体
育館では、ミニバレーや玉
入れ、綱引きなどといった5
種目を楽しみました。また、
夜の懇親会では、鉄板を囲
みながらジンギスカンを食
べたり、抽選会を行ったりと
交流を深め、見事5組がマッ
チングとなりました。

10月26日（土）

11月9日（土）

おとなの運動会 秋のスポーツフェスティバル

　幌延町認定こども園にて
「生活発表会」が開催され
ました。園児たちは、お遊戯
や劇遊び、おうたなど、日ご
ろの練習の成果を存分に
発揮しました。保護者の皆
さんは、園児たちの発表を
笑顔で見守っていました。

認定こども園 生活発表会

　町のことやまちづくりな
どの町政に対する理解と関
心を深め、町政参画意識の
醸成を図ることなどを目的
として「幌延町こども議会」
が開催されました。今年度
は、幌延中学校3年生18名
がこども議員となり、町の
課題などについて一人ひと
り意見を述べていました。

幌延町こども議会

　幌延町総合体育館にて、
「町民フットサル大会」が開
催され参加者54名（大人
35名、子ども19名）、計9チ
ーム（大人5チーム、子ども
4チーム）が参加し、優勝目
指して白熱した戦いを繰り
広げ、１点を争う好ゲームに、
会場は熱気に包まれていま
した。

11月10日（日） 第20回町民フットサル大会

　問寒別地区の町民文化
祭が問寒別生涯学習セン
ターで開催され、各サーク
ル・団体の作品や活動写真
などが展示されました。そ
の他にも体験コーナーや
試食コーナーなどが設けら
れ、訪れた方々は楽しいひ
と時を過ごしました。

第49回問寒別地区町民文化祭（展示部門）

まちの話題まちの話題

▶南沢団地 ▶問寒別団地

▶運動会 ▶懇親会

▶そら組（4歳児）遊戯「ジョイフル」 ▶ほし組（3歳児）劇遊び「うみやま合戦」

11月１３日（水）

10月23日（水）
10月24日（木）

１１月１６日（土）
1１月１７日（日）
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ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先　稚内年金事務所　電話 ０１６２-３3-7011
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

あなたの年金に簡単便利な「ねんきんネット」をご活用ください
　スマートフォンやパソコンから、ご自身の年金情報を手軽に確認できる「ねんきんネット」という
サービスがあります。

～「ねんきんネット」ではこんなことができます～
（ねんきんネットはこちらから→https://www.nenkin.go.jp/n_net）

ご自身の年金記録の確認
①月別の年金記録　月別にどの年金制度に加入していたかを一目で確認
②国民年金の加入記録　国民年金の加入月数、各月の納付状況、免除制度　等
③厚生年金保険の加入記録　厚生年金の加入月数、標準報酬月額・標準賞与額　等

将来の年金見込額の試算
①かんたん試算　現在の加入条件が60歳まで継続したと仮定した場合の年金見込額を自動表示
②詳細な条件で試算　今後の働き方や、年金の受給開始年齢等の条件を自分で設定して試算

「ねんきん定期便」や各種通知書の確認
●電子版「ねんきん定期便」　●公的年金等の源泉徴収票
●年金振込通知書　　　　　　●年金支払通知書
●年金決定通知書・支給額変更通知書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

ほかにもさまざまな便利な機能があります！
♦日本年金機構に提出する一部の届書を簡単に作成・印刷できます。
♦持ち主不明の年金記録の検索ができます。

～「マイナポータル」と「ねんきんネット」を連携してさらに便利に！～
（マイナポータルはこちらから→https://myna.go.jp）
●扶養親族等申告書の提出がスマートフォン等でできるようになりました！
●電子送付の希望登録で確定申告に必要な控除証明書等が電子データで受け取れます！
　※希望登録の方法は広報１１月号のねんきん通信に掲載しています。
●その他オンラインでできるお手続き
　・国民年金第１号被保険者加入の届出（退職後の厚生年金からの変更等）
　・国民年金保険料の免除・納付猶予の申請
　・国民年金保険料の学生納付特例

＜環境にもやさしい電子版「ねんきん定期便」をご利用ください＞
紙の「ねんきん定期便」より１か月程度早く確認でき、環境にもやさしいペーパーレス化推進に
つながります。
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町民くらしのカレンダー1２月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 日 町内会対抗バレーボール大会 9：30～16：00 幌延町総合体育館

２ 月

３ 火

４ 水 イルミネーション点灯式
心療内科・精神科

18：00～19：00 役場庁舎前
国保診療所

５ 木

６ 金
にこにこ教室
わくわくひろば
問寒別出張診療

9：30～
10：30～11：30

保健センター
子育て支援センター
問寒別国保診療所

７ 土

８ 日

９ 月 すきっぷくらぶ 10：00～11：00 子育て支援センター

10 火 ぱくぱくきっず 13：30～ 保健センター

11 水

12 木 はつらつ教室
すくすく健診

9：30～
13：00～

保健センター
保健センター

13 金 5歳児健康相談
心象館　音楽の夕べ

13：00～
18：00～21：00

保健センター
金田心象書道美術館

14 土

15 日

16 月 なかよし保育 10：00～11：00 子育て支援センター

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

17 火 おてがるクッキング 10：30～ 保健センター

18 水 問寒別にこにこ教室
心療内科・精神科

10:00～ 問寒別生涯学習センター
国保診療所

19 木

20 金 まちいちカフェ
わくわくひろば

9:45～
10：30～11：30

保健センター
子育て支援センター

21 土 トナカイホワイトフェスタ2024
スキー場オープン（予定）

11：00～15：00 幌延町トナカイ観光牧場
東が丘スキー場

22 日

23 月

24 火 親子サロン 10：30～11：30 子育て支援センター

25 水 各小中学校終業式
(12/26～1/19冬休み）

各小中学校

26 木 子ども料理教室
読書企画展（2/2まで）

10:00～ 保健センター
幌延町生涯学習センター

27 金 低学年スキー教室 18：00～19：30 東ケ丘スキー場

28 土

29 日

30 月 役場御用納め

31 火

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。
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お問い合わせ先：教育委員会 社会教育係　電話：5-1117　告知端末機：５-8817　　幌延町生涯学習センター　 電話・告知端末機：5-1321

●日　時　令和７年１月５日（日）　午後１時３０分～
●会　場　国際交流施設　多目的ホール

【対象となる方】
①　平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれの

方で、町内に在住している方。
②　上記期間中に生まれ、町内中学校の卒業生で、

保護者が町内に在住している方。

対象者一覧
№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
1 １　条 H

ニ ン

NIN M
ミ ャ ッ

YAT M
ミ ャ ッ

YAT W
ウ ィ ー

AI 10

宮園町

若　杉　翔　也
2

４　条
橋　本　翔　太 11 金　田　陵　希

3 梶　浦　陽　菜 12 柳　沼　夢　奈
4

幌　延
村　上　瞬之介 13 白　田　小　葉

5 渡　部　姫　依 14 山　口　白　蓮
6 早　坂　七　海 15 門　田　翔　真
7 元　町 良　本　音　々 16 門　田　悠　真
8 東　町 加　藤　睦　丈 17 上幌延 植　村　祐　希
9 開　進 E

エ フ ィ

VI S
シ テ ィ

ITI N
ヌ ル ジ ャ ナ

URJANAH 18 問寒別 遠　藤　芽　衣

令和 7 年　令和 7 年　二十歳の集い二十歳の集い

【成年年齢について】
　民法改正により、令和４年４月以降、成年年
齢が20歳から18歳に引き下げとなりましたが、
本町の記念行事の対象年齢は、20歳（学齢期）と
します。


